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令和２年２月１９日午前１１時３２分頃，旭川市錦町２１丁目で発生し

た救急事案において，次の受賞者の迅速かつ的確な行動により，人命救護

が行われ，傷病者の社会復帰につながりました。 

この功績に対し，次のとおり表彰状を贈呈しますので，広く市民にお知

らせくださいますようお願いします。 

１ 日 時 

  令和２年７月３日（金）午前１０時００分から 

２ 場 所 

  旭川市７条通１０丁目 旭川市役所第二庁舎１階 災害情報室 

３ 受賞者（４名） 

  佐藤
さとう

 征樹
まさき

 様，髙
たか

橋
はし

 克 明
かつあき

 様， 

鹿 内
しかない

 興二
こうじ

 様，久保
く ぼ

 健
けん

一 郎
いちろう

 様 

４ 救急事案の概要 

  錦町２１丁目において，除雪作業をしていた４人が，「助けて」という
声を聞き，周囲を確認したところ，深さ２メートル程の融雪槽の中に転
落している８６歳の女性を発見した。女性は稼働している融雪槽の中で
くの字になり，全身に水が掛かり自力で脱出できない状態であった。佐
藤氏は，久保氏に警察と消防に通報するよう指示した。久保氏が１１０
番通報及び１１９番通報をし，女性の状態を説明している中，鹿内氏が
融雪槽の中に入り，融雪槽の上にいる佐藤氏と髙橋氏，通報後合流した
久保氏とともに協力しながら女性を引き上げる形で救出した。その後，
髙橋氏の上着と女性宅の物置にあったジャンパーを女性に掛け救急隊が
到着するまでの間，女性の体温保持に努めるとともに，外傷の観察を行
い下顎部からの出血を確認したうえで現場に到着した救急隊に引き継い
だもの。 
傷病者の女性は以前と変わりない生活が送れるまで回復している。 
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